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自
然
災
害
の
中
で
も
、
地
震
の
被
害
は
広
範
囲
に
お
よ
び
、
そ
の
う

え
津
波
や
火
事
な
ど
の
二
次
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

七
月
十
二
日
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
は
、
奥
尻
島
の
約
四
百
戸
が
、

津
波
と
火
災
で
壊
滅
状
態
に
な
り
、
死
者
は
二
百
数
十
人
を
数
え
ま
し

た
。
ま
た
、
津
南
町
で
も
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
、
上
郷
地
区
を
局
地

地
震
が
襲
い
、
小
学
校
の
壁
が
崩
れ
落
ち
た
り
、
道
路
に
き
れ
つ
が
入

っ
た
り
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
“
グ
ラ
ッ
”
と
き
た
と
き
、

慌
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
ふ
だ

ん
か
ら
地
震
に
対
す
る
心
構
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ど
の

く
ら
い
備
え
が
で
き
て
い
る
か
、
九
月
一
日
「
防
災
の
日
」
を
前
に
、

各
ご
家
庭
で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
震
謹
嚢
叢

　
突
如
と
し
て
襲
い
来
る
大
揺
れ
は
、

人
々
を
ぎ
ょ
う
て
ん
さ
せ
、
我
を
失
わ

せ
、
思
い
も
し
な
い
行
動
を
と
ら
せ
た

り
、
外
へ
逃
げ
出
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　
そ
の
間
に
火
が
燃
え
移
っ
た
ら
、

し
か
も
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
た
り
、

強
風
が
吹
い
て
い
た
り
し
た
ら
被
害

は
大
き
く
な
り
ま
す
。
大
正
十
二
年

九
月
一
日
に
起
き
た
「
関
東
大
震
災
」

で
は
、
約
十
四
万
人
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
二
次
災
害
で
あ
る
”
火
事
”

に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
ま
ず
台
所
な

ど
の
火
を
消
す
。
次
に
た
ば
こ
の
火

や
線
香
の
火
、
使
用
中
の
ア
イ
ロ
ン

や
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
い
っ

さ
い
の
火
事
の
原
因
と
な
る
も
の
に

細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
尊
い
生
命
や
貴
重
な
財
産

を
守
る
上
で
も
、
火
の
始
末
を
し
て

く
だ
さ
い
。

海
の
誌
ぼ
懇
懲

　
　
　
　
避
難
懲
ず
ば
や
く

　
海
の
そ
ば
で
は
、
地
震
を
感
じ
た

ら
、
津
波
警
報
を
待
た
ず
に
と
も
か

く
高
台
か
遠
く
へ
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。家

族
会
議
灘
避
難
場
所
と

　
　
　
　
捲
煩
の
確
認
を

　
家
族
の
み
ん
な
が
、
公
園
や
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
避
難
場
所
と

そ
こ
ま
で
の
道
順
を
よ
く
知
っ
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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地
震
で
家
具
の
上
に
置
い
て
あ
る

物
が
落
ち
て
く
る
、
家
具
が
倒
れ
る
、

窓
ガ
ラ
ス
や
食
器
類
な
ど
の
ガ
ラ
ス

が
割
れ
散
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
夜
間
の
地
震
で
停
電
し
、
足
元

に
散
乱
し
た
物
や
ガ
ラ
ス
に
つ
ま
づ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
け
が
を
す
る
こ
と
自
体
、
大
変
で

す
。
家
族
の
だ
れ
か
が
負
傷
す
る
と
、

そ
の
救
出
救
護
が
ど
う
し
て
も
優
先

さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
間
に
出
火
が

大
き
く
な
る
、
と
い
っ
た
二
重
の
災

害
を
防
ぐ
う
え
か
ら
も
、
け
が
を
し

な
い
室
内
の
安
全
対
策
が
非
常
に
重

要
な
の
で
す
。
左
図
の
よ
う
な
安
全

対
策
を
各
ご
家
庭
で
立
て
て
く
だ
さ

い
。

　
地
震
に
対
す
る
備
え
を
し
た
あ
と

は
、
実
際
に
地
震
が
起
き
た
と
き
の

行
動
に
即
し
た
「
地
震
の
心
得
十
か

条
」
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

羅
懸
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
図
る

　
大
き
な
揺
れ
は
、
一
分
程
度
で
お

さ
ま
り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
や
机
な
ど

丈
夫
な
家
具
の
下
で
、
頭
を
保
護
し

て
く
だ
さ
い
。

灘
繍
素
早
く
火
の
始
末
を
す
る

　
“
グ
ラ
ッ
”
と
き
た
ら
、
必
ず
コ

ン
ロ
な
ど
の
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

地震の時にけがをしないために

具類の転倒防止
一トンを家具の枠の
ところにねじこんで、

の針金で止める。

　懐中電灯の用意
　停電の中でも行動でき
るように、取り出しやす
いところに置いておく。

　スリッパの用意
　ガラス破片の中をすば
やく行動できるようなス
リッパを用意しておく。

　カーテンをつける
　窓ガラスが割れて、室内
に散らないようカーテンを
つけて夜間は引いておく。

灘
纒
非
常
脱
出
ロ
を
確
保
す
る

　
特
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
家
は
、

振
動
で
扉
が
ゆ
が
み
、
開
か
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
を
感
じ

た
ら
、
窓
や
扉
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。

懸
懸
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火

　
出
火
し
た
ら
、
消
火
器
や
バ
ケ
ツ

な
ど
で
ボ
ヤ
の
う
ち
に
消
し
止
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
所
に
声
を
か

け
、
協
力
し
て
初
期
消
火
を
し
て
く

だ
さ
い
。

穰
纒
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

　
慌
て
て
外
に
飛
び
出
す
の
は
危
険

で
す
。
ガ
ラ
ス
な
ど
が
落
ち
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り
の
状
況
を

よ
く
見
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

懸
灘
狭
い
路
地
や
塀
際
、

　
　
が
け
や
川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
、
地
盤

が
ゆ
る
ん
で
崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い

た
り
し
ま
す
。
避
難
す
る
と
き
は
、

こ
の
よ
う
な
場
所
に
近
寄
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

懸
灘
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
津
波
に
注
意
す
る

　
地
震
で
起
き
る
津
波
や
山
崩
れ
、

火
事
な
ど
の
二
次
災
害
は
、
と
て
も

恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
市
や
警
察
、

消
防
署
の
注
意
を
聞
き
、
安
全
な
場

所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

∞∞

懸
懸
避
難
は
徒
歩
で
、

　
　
　
　
　
　
持
ち
物
は
最
小
限
に

　
自
動
車
を
使
う
こ
と
は
、
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
、
消
火
活
動
や
救
出
救

護
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
避
難

は
徒
歩
で
、
荷
物
は
必
要
な
物
だ
け

に
し
て
く
だ
さ
い
。

懸
懸
み
ん
な
が
協
力
し
合
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
応
急
救
護
を

　
災
害
の
と
き
は
、
お
互
い
に
協
力

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
軽
い

け
が
は
、
み
ん
な
で
応
急
の
処
置
を

し
ま
し
よ
・
フ
。

懸
纒
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、

　
　
　
　
地
震
を
恐
れ
な
い
よ
う
に

　
災
害
で
混
乱
を
し
て
い
る
と
き
は
、

誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
市
や
警
察
、
消
防
署
な
ど

の
指
示
に
従
い
冷
静
に
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

心
構
え
で
被
害
馨
懸
、
灘
餐

　
地
震
に
よ
る
け
が
や
火
災
な
ど
の

二
次
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
地
震
に

対
し
て
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
一
人
ひ
と

り
の
落
ち
着
い
た
冷
静
な
行
動
が
決

め
手
と
な
り
ま
す
。

　
九
月
一
日
「
防
災
の
日
」
を
前
に
、

も
う
一
度
安
全
対
策
と
心
構
え
に
つ

い
て
各
ご
家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
ま

し
よ
・
フ
。

ど
ち
ら
が
先
か
？

　
　
　
　
救
出
と
火
の
始
末

　
家
具
が
倒
れ
子
供
が
直
撃
を
受
け

た
！
向
こ
う
で
ス
ト
ー
ブ
が
倒
れ
た
！

子
供
を
助
け
な
け
れ
ば
、
で
も
、
火

は
？

緊
撃

鯉素

　
　
　
　
　
．
．
．
欝
鞍
．

　
何
は
と
も
あ
れ
迷
わ
ず
に
「
火
の

始
末
」
が
先
で
す
。
出
火
が
気
が
か

り
な
場
合
は
そ
の
確
認
を
。
火
が
出

て
い
れ
ば
消
火
の
行
動
と
大
声
で
応

援
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
運
転
中
の
注
意

　
走
行
中
に
強
い
地
震
に
遭
う
と
、

油
の
上
を
す
べ
っ
て
い
る
よ
う
に
な

り
、
制
御
が
き
か
な
く
な
る
そ
う
で

す
。　

強
い
地
震
を
感
じ
た
ら
、
①
左
に

ゆ
っ
く
り
寄
せ
て
停
車
。
②
カ
ー
ラ

ジ
オ
で
情
報
を
聞
く
。
③
警
察
官
な

ど
の
防
災
関
係
機
関
の
指
示
に
従

う
。
④
車
を
離
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、

キ
ー
を
残
し
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
も
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
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　薩

こご

10

月
本
稼
動
を
目
指
し
て
調
整
運
転
開
始

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

（
管
理
者
丸
山
十
日
町
市
長
）
が
、
平

成
三
年
十
二
月
か
ら
建
設
工
事
を
進
め

て
い
た
ご
み
焼
却
場
が
、
外
構
工
事
と

内
部
の
一
部
を
残
し
て
完
成
し
、
七
月
■

二
十
七
日
㈹
焼
却
炉
へ
の
火
入
れ
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
式
典
に
は
、
両
市
町
の
首
長
や
組
合

議
会
議
員
、
建
設
業
者
な
ど
関
係
者
五

十
名
が
出
席
。
丸
山
市
長
、
南
雲
町
長
、

業
者
代
表
な
ど
五
人
が
中
央
制
御
室
で

二
基
の
焼
却
炉
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と

モ
ニ
タ
ー
に
赤
々
と
し
た
火
が
映
し
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
火
入
れ
は
、
八

月
二
日
か
ら
調
整
運
転
を
し
な
が
ら
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
や
各
種
デ
ー
タ

の
集
積
を
図
り
、
十
月
の
本
稼
動
に
備

え
る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。

　
新
焼
却
場
は
、
三
十
七
億
三
千
万
円

を
投
じ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

て
の
管
理
棟
と
焼
却
炉
棟
を
合
わ
せ
て

約
三
千
平
方
層
の
近
代
清
掃
工
場
で

す
。
焼
却
炉
は
半
自
動
化
さ
れ
た
集
中

管
理
方
式
で
、
一
日
十
六
時
間
運
転
で

き
る
準
連
続
式
焼
却
炉
二
基
を
備
え
、

一
日
当
た
り
九
十
ト
ン
を
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
臭
い
は
プ
ラ
ン
ト
の
出

入
口
を
エ
ア
ー
カ
ー
テ
ン
で
遮
断
し
、

燃
焼
用
の
空
気
と
し
て
完
全
に
炉
内
に

送
り
込
ま
れ
る
た
め
、
屋
外
に
漏
れ
な

い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

炉
か
ら
出
る
排
水
は
一
時
処
理
し
て
冷

却
水
に
用
い
ら
れ
る
た
め
無
放
流
と
な

り
ま
す
。

ー
五
十
九
㌶
の
煙
突
の
中
に
は
黒
煙
防

止
の
集
塵
装
置
を
備
え
、
水
蒸
気
し
か

排
出
し
な
い
仕
組
み
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
に
も
万
全
を
期
す
な
ど
公
害
防

止
の
工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
処
理
で
き
な
か

っ
た
家
具
や
建
具
、
畳
な
ど
の
可
燃
性

の
粗
大
ご
み
を
破
砕
機
で
処
理
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
焼
却
場
で
発
生
す
る
余
熱

を
場
内
の
給
湯
や
冷
暖
房
、
構
内
の
融

雪
に
利
用
す
る
ほ
か
、
温
水
を
場
外
に

供
給
で
き
る
よ
う
に
、
取
り
出
せ
る
準

備
も
し
て
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
持
ち
込
み
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
八
月
二
日
か
ら
新
焼
却
場
で
、
ご
み

の
持
ち
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
整

運
転
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
持
ち
込
み
時
間
は
、
午
前
八
時
四
十

　
五
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

　
と
な
り
ま
す
。

②
ご
み
は
す
べ
て
袋
に
入
れ
た
ま
ま
、

　
ダ
ン
ピ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
入
れ

　
て
く
だ
さ
い
。

③
持
ち
込
み
ご
み
を
正
確
に
計
量
す
る

　
た
め
、
時
間
が
少
し
か
か
り
ま
す
。

　
個
人
の
少
し
の
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
可
燃
性
粗
大
ご
み
（
幅
九
〇
弛
．
×
長

　
さ
一
五
〇
弛
．
ま
で
）
は
、
粗
大
ご
み

　
破
砕
機
の
隣
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

　
降
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。

葬
懸鹸

毫

箋．、、鰻鰭
藪
蜜

▲
丸
山
市
長
ら
に
よ
る
点
火
式

10月の本稼動を待つ新焼却場

道
路

凌
欝
・

　
　
　
↑

箋
路

玄関

計
量
係
買

［

油圧機室

＿，ス助騨凄蝉響
㌧　　　　　r＿ヲr　　　　　　！

重國♂
こ・　プフヒ㌧ク粥協ス　ひみ琶妾取る）

嘉．．箔　出
電　　　　　　ロ
締
．
．

　　　　　　（工脚）＼＿
　　　道路

こ
み
ご
ッ
ト

穣ほ葵i・激・ワツ蓼響ツド

』展
集

真
募

『ほのぼの

　福祉写
　　作品

～9月10日㈹締め切り～

　
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
お
年
寄
り
中
心
の

ふ
れ
あ
い
写
真
、
お
孫
さ
ん
と
の
ほ
ほ

え
ま
し
い
ス
ナ
ッ
プ
写
真
、
三
世
代
の

む
つ
ま
じ
い
光
景
の
写
真
な
ど
、
多
数

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法
　
①
写
真
は
未
発
表
の
も

　
の
で
一
人
三
点
以
内
．
②
サ
イ
ズ
は

　
カ
ラ
ー
版
で
、
2
L
サ
イ
ズ
（
十
一
・

　
九
弛
．
×
十
六
・
九
独
．
）
と
し
ま
す
。

　
（
組
写
真
・
ス
ラ
イ
ド
は
除
く
）

　
③
作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年

　
齢
・
電
話
番
号
・
作
品
名
と
簡
単
な

　
説
明
を
記
入
し
た
応
募
票
を
貼
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

■
作
品
展
示
　
応
募
作
品
は
九
月
二
十

　
五
日
、
二
十
六
日
の
健
康
づ
く
り
フ

　
ェ
ア
、
市
民
福
祉
ま
つ
り
（
ク
ロ
ス

　
ー
0
）
で
展
示
。
社
会
福
祉
事
業
等
に

　
活
用
す
る
た
め
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
　
九
月
十
日
㈹
ま
で
に
社

　
会
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
係
（
〒
螂

　
十
日
町
市
千
歳
町
三
⊥
二
智
5
7
1
3

　
1
1
1
内
線
鵬
・
燭
）
へ
。
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あ
な
た
の
地
区
の
農
業
委
員
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
会
長
に
宮
沢
健
一
委
員
を
選
出

　
七
月
二
十
日
㈹
、
農
業
委
員
の
改

選
に
よ
る
第
一
回
農
業
委
員
会
総
会

が
開
か
れ
、
新
会
長
に
宮
沢
健
一
委

員
、
会
長
職
務
代
理
に
林
正
委
員
が

互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
農
業
委
員
の
担
当
区
域

が
下
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

農
地
の
こ
と
、
経
営
規
模
の
拡
大
、

農
地
の
流
動
化
、
農
業
者
年
金
な
ど

農
業
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
．

■
問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務

　
局
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
皿
）
へ
。

宮沢健一会長林正会長職務代理

氏
　
名
　
（
住
所
・
電
　
話
）

担
　
当
　
地
　
区

風
間
長
一
郎
（
長
　
　
里
・
5
7
－
9
6
5
3
）

川
治
・
八
箇
全
域
（
落
之
水
を
除
く
）

斎
木
　
　
実
（
落
之
水
・
52
－
3
3
3
3
）

山
本
・
落
之
水

岡
村
建
治
（
北
新
田
第
2
・
5
7
－
6
4
1
2
）

高
山
・
城
之
古
・
北
新
田
・
塚
原
町

徳
永
俊
一
（
船
　
　
坂
・
5
7
6
5
8
7
）

六
箇
全
域

庭
野
弥
三
郎
（
西
浦
町
西
・
5
7
－
9
4
2
4
）

十
日
町
全
域

池
田
辰
雄
（
梅
　
　
沢
・
5
7
－
9
8
2
2
）

下
町
・
中
条
島
・
峠
・
梅
沢
・
中
条
新
田
・
北
原
・
市
之
沢

大
津
　
　
久
（
魚
之
田
川
・
5
9
－
2
0
0
4
）

飛
渡
全
域

山
田
正
吉
（
四
日
町
第
3
・
5
7
－
0
1
1
9
）

四
日
町
・
四
日
町
新
田
・
南
新
田
町

庭
野
喜
一
（
新
座
第
－
・
52
－
3
8
9
3
）

新
座
・
五
軒
新
田
・
尾
崎

大
嶋
一
吉
（
太
子
堂
・
52
－
4
2
0
7
）

太
子
堂
・
塚
田
・
中
条
八
幡
・
上
原
・
上
町
・
中
町

尾
身
正
徳
（
中
　
　
平
・
5
7
－
4
9
5
4
）

中
手
・
中
平
・
名
ケ
山

野
上
　
　
清
（
高
島
第
1
・
5
7
－
1
4
8
3
）

高
島
・
鉢

丸
山
　
　
滋
（
南
鐙
坂
・
5
7
－
6
9
0
2
）

南
鐙
坂
・
北
鐙
坂

入
田
富
治
（
稲
　
　
葉
・
5
7
－
1
4
0
8
）

稲
葉
・
吉
田
山
谷

林
　
　
　
正
（
小
泉
第
1
・
5
7
－
5
3
8
8
）

小
泉
・
樽
沢

関
　
　
由
昇
（
上
新
田
第
2
・
5
5
－
2
6
2
7
）

上
新
田
・
山
際
、
原
・
廿
日
城
・
下
条
栄
町

小
杉
茂
樹
（
蟹
　
　
沢
・
5
5
－
2
5
9
4
）

下
条
中
央
通
り
・
桑
原
・
野
田
・
蟹
沢
・
下
条
本
町
・
岩
野
・
為
永
・
山
根

佐
藤
一
男
（
新
光
寺
・
5
5
－
2
1
3
2
）

新
保
・
水
口
・
新
光
寺
・
貝
ノ
川
・
下
山

水
落
儀
一
（
願
　
　
入
・
5
6
－
2
7
6
9
）

願
入
・
平
・
漉
野
・
慶
地
・
二
子
・
仙
之
山
・
塩
野

葉
葺
勇
作
（
大
黒
沢
第
－
・
58
－
3
1
6
6
）

大
黒
沢
・
小
黒
沢

宮
沢
健
一
（
小
黒
沢
・
5
8
－
2
5
6
5
）

伊
達
・
天
池
・
細
尾

嶋
田
重
臣
（
大
　
　
石
・
5
8
－
2
7
8
0
）

当
間
・
大
石
・
南
雲
・
池
ノ
尻
・
漆
島
・
野
中
・
鍬
柄
沢
・
池
沢

高
野
松
蔵
（
太
田
島
第
－
・
5
8
－
2
5
3
3
）

太
田
島
・
土
市
・
新
宮

保
坂
謙
一
（
姿
第
2
・
5
8
－
2
2
2
7
）

姿
・
安
養
寺
・
幸
町

樋
口
健
市
（
中
在
家
・
5
8
－
2
6
4
8
）

水
沢
・
馬
場
・
珠
川
・
水
沢
市
ノ
沢
・
中
在
家

　
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
郷
土
資

料
双
書
の
第
三
集
と
し
て
縮
問
屋
加
賀

屋
資
料
の
う
ち
、
文
久
二
年
（
一
八
六

二
）
に
江
戸
に
出
か
け
て
縮
や
妻
…
”
…
“
…
鍵

紬
の
販
売
に
当
た
っ
て
い
た
「
出

役
」
と
呼
ば
れ
る
奉
公
人
の
書

　
　
　
　
　
　
ほ
ん
こ
く

状
六
十
三
点
を
翻
刻
し
刊
行
し

ま
し
た
。

　
出
役
は
、
早
春
に
十
日
町
を

出
発
す
る
の
が
常
で
し
た
。
ま

ず
先
発
と
し
て
江
戸
へ
向
か
っ

た
の
は
、
店
内
で
「
次
支
配
」

に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
中
堅
の

市
兵
衛
で
し
た
。
お
そ
ら
く
三

国
峠
の
雪
を
踏
み
分
け
て
越
え

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
年
は
、
前
年
に
江
戸
に

到
着
し
た
和
宮
と
将
軍
家
茂
の

婚
儀
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

春
先
か
ら
縮
の
売
れ
行
き
は
好

調
で
し
た
。

　
し
か
し
、

に
戸
閉
め
を
す
る
店
が
増
え
、

　
　
灘
難
騰
纐
－
藝
翼
・
　
薯

繊
鍾
響
　
灘
，

　
灘
嚢
灘
鑛
馨

嚢
㎜
灘
欝

・
羅
鑛
鰯
欝

　
・
肇
纏
懸
難
難
灘
雛

　
灘
馨
　
雛
灘
鍛

　
雛
贈
欝
灘
難
雛
獺

　
蒸
難
雛
霧
騰
蒙
嚢
欝
霧
霧
霧

難
躍

　
鐵
灘
魏
灘
懇

　
鑛
嚢
灘
纏
鎌

．
鐙
雛
灘
懸
鵜
難

　
雛
難
雛
嚢
縫
懸
』

　
鍵
雛
擁
騰
灘
　
『

　
鱗
縷
灘
露
雛
騒
謙
蘂

も
少
な
く
な
っ
て
「
田
舎
同
様
の
寂
し

さ
」
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
若

い
奉
公
人
も
次
々
に
倒
れ
、
病
死
す
る

『文久2年江亘出篠劃

鵡翻繕麟懸ii懸・1

　
　
　
　
　
六
月
の
山
王
祭
が
終
わ
る

と
、
江
戸
で
は
麻
疹
が
大
流
行
し
、
次
々

人
通
り

瀞

　
　
萎
錘
灘

．
灘
灘
鍵
舞
灘
雛
糠

　
　
灘

　
　
舞

　
　
　
鋸

　
　
　
　
鐵
職
灘
鰭
羅
窃
罧
さ
甥
纏
疲
鷺

　
獺
　
驚

　
　
湘
獺
灘
懇

　
繋
獺
灘
難
蹴
難
犠
灘
灘
懲
綴

　
　
　
綴

　
　
　
　
難
籔
懸
簾
灘
羅
婁
涯
釜
縁
釜

　
雛
　
　
　
　
　
難

　
　
　
誓

纏
縦
簾
傭
蹴
緑
轟
舞
簿
Ψ

　
交
鑛
懇
葎
　
涯
欝
出
役
磐
統

　
あ
な
た
も
読
書
の
秋
に
、

の
縮
販
売
の
実
態
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

者
も
で
る
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

　
売
掛
金
の
回
収
も
思
わ
し
く

な
く
、
帰
国
を
延
期
し
て
掛
け

取
り
に
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
不
況

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

幕
府
は
参
勤
交
代
の
緩
和
を
行

い
、
大
名
の
妻
子
は
国
元
に
帰

り
、
江
戸
屋
敷
は
空
き
家
同
然

と
な
っ
て
、
大
名
屋
敷
出
入
り

の
呉
服
屋
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。

　
「
坂
下
門
の
変
」
「
寺
田
屋
事

件
」
「
生
麦
事
件
」
な
ど
激
変
す

る
政
情
の
な
か
で
、
縮
を
売
り

続
け
た
奉
公
人
の
姿
と
縮
問
屋

の
営
業
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代

騰、
p
膿
販
灘
窮
購

　
　
叢
雛
礁
饗
馨
震

瞼
領
葡
樋
鞭
』
、
　
醸
麟
藤
圏

蘭
閥
麟
蕎
蒲
懇
発

　
　
繭
灘
纏
慧
齢
肇
漸
簿
物
館
蔚
耀

　
　
　
郷
簾
饗
鐵
黍
蕊
騒
羅
蟻
5
騰
鐙

5　とお』が夢3　平成5年8月10日

｝i



　l　　　　　l　l　　I　

亀

名球会大会実行委員会事務局

総合体育館内（盈57－9490）

治　
　

貞
人

　
値

王 広瀬叔功
　（南海）

＜出場選手＞

江藤慎一
　（ロッテ）

山崎裕之
　（西武）

平松政次
　（大洋）

張本　 勲　土井正博
　（ロッテ）　　　　　（西　武）

藤田　平
　（阪神）

谷沢健一
　（中日）

1羅鱗
　　村田兆治
　（ロッテ）

（）は最終在籍球団

松原　　誠
　（巨人）

東尾　 修

　（西武）　。

　　・　　　◎雨天時会場く護球警室箕鏡体籍

9100　　　　10二〇〇　10＝30　11：00　　　　12：30　13：00　13：15　13130　　　　　　　15＝00

　　　　　　の　　藁瞬灘軽．’　　．丼　　’難・霞 ・
灘
　
　
（
笹
山
野
球
場
）

鰻
野
球
教
室

、辮．灘嚢慧欝灘難難

難
㎜
勝
投
手
と
一
騎
打
ち
／

、灘灘灘騰難難繋．．　、纏諜．、．、鑛 雛　　　欄欄

開

場

開

△
五

　
的
あ
て
競
争
／

幸
運
を
射
と
め
よ

休
　
　
　
憩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ
の
み
や
こ

（
名
球
会
対
絹
都
チ
ー
ム
）

親
差
口
試
△
口

閉

△
五
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●野球教室（10二30～）

　名球会メンバーが地元の小中学生に

　実技指導を行います。
▼

●講

　講師二王

演（11二〇〇～）

貞治氏　　演題　「私の野球人生」

●アトラクション（13：00～）幸運を射止めよ！的あて競争．

　　　　　　　　　　（13二15～）200勝投手と一騎打ち！ホームラン競争。

▲

巫
●親善試合（13二30～）名球会と地元野球チ＿ムr絹都チ＿ム」との親善試食

　　　　　　　　　　　　5回戦、80分以内。

●お楽しみ抽選会（12二30一）入場整理券による、名球会会員のサインボール、グ・一ブ、バット、色紙が

　　　　　　　　　　　　　　当たる抽選会。11時までにご来場ください。

　　、　　，．…）．）…　＿　⊂　　ふるさと物産コーナー二なつかしい味、1市4町1村の特産品がいっぱい。

纈麟灘灘議轡擁撃新甥マ鎌膿玉、，．．ゲー恥

R
凹
至
小
千
谷

　
　
　
　
　
　
先
停
案
餐
館

　
　
　
　
　
　
　
（
中
条
）

中
糸

至 神高
社擁

後
川
o

起
県
蓮

イ焚“フ←会瑞

●一輪麟験コ“弁
●雪あとぴコー弁 ．陸珪籔場

麟’咽降り堺
（講潔）

★

●
臨時ノ収り．場

響
ス

中魚
物産コーナ」1ノ

駅
条沼 笹凶野球嚇

幡蕎縷ン
諜贈誠合

《列車〉
（魚沼中条駅乗・下車）

　　徒歩8分

【
県
ふ
邉

　　　　　　　　（臨時）

職』越鯉口7i549二10
　　越後石沢8．069二21
　　下条8：129二27

魚沼中条8＝179＝32

十日町8二219二37

森宮野原7二18
津　　南7：31
越後田沢7：42
越後水沢7：47
土　　市7二52
十日町着7二58（臨時）

十日町発8：239二42
魚沼中条8＝279＝45
越後川口8二5010二〇5

　　十日町15：2116二24
　　魚沼中条15＝2516＝28

嬰轟下条15二3016：33
　　越後岩沢15二3616：39
鱗　越後川口15二4816：51

越後川口15：55
魚沼中条16＝18

十日町着16二22

十日町発17：27
土　　市17二33

越後水沢17：38
森宮野原18：ll

7とおガ夢3 平成5年8月10日

　　　　　　《越後交通バス〉

匿翻定期バスが大会会場まで延長運転

　〉小千谷発（川西経由）8：05～十日町車庫着9二17→会場着9：25

　〉津　南　発　　　8二40～十日町車庫着9：27→会場着9：35

　レ湯沢駅前発　　　8：10～十日町車庫着9：25→会場着9：33

　〉長岡発（津南行）8：00～　中　条着9：06…2台で運行

翻・臨時バス会場発15＝20

　〉津南行　〉湯沢行　レ川西上沢行

　　　　　…十日町車庫から通常路線バスとなります。

　〉長岡行…中条から通常路線バスとなります。

　　〈頸城自動車バス〉臨時バス
匿覇松之山町役場8：3・一松代町役場8二45一会場着9：3・

睡覇会場発15二15一松代町役場16：・・一松之山町役場16二15



L．

〉
ソ
フ
ト
な
語
り
口
で
聴
衆
を
魅
了

　
し
た
倉
嶋
厚
氏
の
講
演

　
　
　
灘

彰
滋
心
難
子

鰹転
蛎騰騰

　「雪のメッカで、真夏の、雪ざんまい」をテーマに第

13回克雪・利雪フェアが、通年利雪・親雪広場として生

まれ変わった城ヶ丘多目的広場を会場にして、7月31日

（±）、8月1日（日〉の2日間行われました。

　あいにくの小雨の降る悪条件ながら、2日問で約5千

人の市民が訪れました。

　また、前日の30日㈹には、「利雪・親雪シンポジウム」

が市民会館で開かれ、気象エッセイストの倉嶋厚先生の

講演、雪国・新ライフスタイル考をテーマにしたパネル

ディスカッションに450人が参加しました。

▲これからは雪国の時代と熱心に話し合いが行われたパネルディスカッション

》
真
夏
の
ス
キ
ー
体
験
に
、
多
く
の
人

　
が
楽
し
み
ま
し
た

鮮
や
か
な
緑
と
雪
の
中
で
、
浴
衣
の

　
　
　
女
性
が
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス

〈
　
　
　
　
さ
わ
や
か
な
一
服
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
農
畷
　
　
　
　
轍

　利雪・親雪のメッカで初めてのフェア開催を

▼祝って鏡割りが行われました

　　　　　　　　　霧　・
　　　　　　　　　　　　　霧　”

灘．織、

　
最
新
式
の
除
雪
機
械
を
は
じ
め
、
克

く
雪
・
利
雪
技
術
が
展
示
さ
れ
ま
し
た

蜘
　
騨
巌
羅
醐
彰

▼雪の中での宝さがしに子供たちは大喜び

、牽，　1

8



＾
製
搬
羅
、
際
撚
．

▲魚のつかみ取り大会
　ニジマス2万匹を放流。1人で10匹以上取った人もいたとか？

％
　
　
　
■

め
微

蹴
　
了

　　　　　　曇

　　　　　一議・灘『懸．・、纏麟鐡　　概　醗

醗　　　　　　　　　　　　　　　　’　鰯　　　　，　　㈱一＿　　　　　　　㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　’灘繊欝焔　擁　　一　　　　　難　　　　　　　雛騒

鍵　　聾鱗一騒羅灘繊舞鱗蟻難
・跨轟難覇難蟹購．譲灘，・、’灘嚢馨欄灘嚢肇灘1．

▲第3回大好き十目町会少年野球交流試合
　東京、高柳町、津南町よりそれぞれ1チームを迎えた

　8チームが、野球を通して交流を深めました

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
購

》
白
根
市
の
大
だ
こ

　
畳
二
十
四
畳
分
に
相
当
す
る
大
だ
こ
を

　
五
十
人
が
か
り
で
上
げ
ま
し
た

錨
膿
諜
鞭
漣
霧
灘
灘
纒
魏
難
籍

　
い
う
ま
に
売
り
切
れ

く
妻
有
ヰ
の
丸
焼
き

灘

▲大綱引き大会
　妻有大橋上で、250mの大綱を十日町市民と川西町民がそれぞれ70

　人ずつ参加して引きました。2勝1引分けで川西チームの勝ち

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

5
　
．
　
　
ー
毒

鰯
職

〉
出
店

　
「
に
い
が
た
骨
髄
バ
ン
ク

　
を
育
て
る
会
」
が
出
店
し
、

　
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た

コ
モ
通
り
夏
ま
つ
り

　
七
月
三
十
一
日
ω
夕
方
、
コ
モ
通
り
夏

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
始

め
た
も
の
で
、
今
年
で
二
回
目
。
浴
衣
姿

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

平成5年8月10日9とおガ詐3
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ラジオ体操を通して
　規則正しい夏休みを
～水沢地区ラジオ体操千人集会～

顕彰碑の前で感謝状の贈呈を受ける保坂同族会長

大井田精神を子孫に伝える

　　　　　顕彰碑を建立
～第2回全国大井田氏サミット～

　
夏
休
み
初
日
の
七
月
二
十
五
日
㈲
早
朝
、
水

沢
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
十
一
回
ラ
ジ
オ

体
操
千
人
集
会
が
行
わ
れ
、
児
童
や
生
徒
、
父

兄
な
ど
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
標
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
始
め
た

も
の
。
以
来
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ

る
水
沢
、
健
康
で
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
水
沢
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
夏
休
み
の
初
日
に
開
き
、
各

集
落
の
会
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、
規
則
正
し
い
夏
休
み
の
生
活
を
過

ご
す
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
・

　
ま
た
、
千
人
集
会
に
引
き
続
き
、
日
程
が
総

選
挙
と
ず
れ
た
水
沢
地
区
だ
け
は
体
育
祭
が
行

わ
れ
、
約
三
千
人
の
地
区
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
四
、
二
十
五
日
の
両
日
”
第
二
回

大
井
田
氏
サ
ミ
ッ
ト
”
が
開
か
れ
ま
し
た
。
建

武
の
中
興
六
百
六
十
年
に
あ
た
る
今
年
、
全
国

か
ら
参
加
し
た
百
五
人
は
、
そ
の
発
祥
の
地
で

あ
る
大
井
田
郷
（
十
日
町
市
）
に
集
ま
り
、
先
祖

の
偉
業
を
偲
び
お
互
い
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
二
十
四
日
は
神
宮
寺
で
先
祖
の
供
養
法
要
が

行
わ
れ
、
二
十
五
日
は
市
内
の
大
井
田
家
ゆ
か

り
の
地
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
大
井
田
城
跡
で
、

「
清
風
万
里
大
井
田
城
」
顕
彰
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
碑
は
、
大
井
田
精
神
を

子
孫
に
伝
え
よ
う
と
、
同
族
会
（
大
井
田
修
会

長
）
を
中
心
と
し
た
浄
財
で
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
碑
文
の
草
案
は
竹
内
道
雄
神
宮
寺
住
職
、

き
ご
う

揮
毫
は
岩
田
香
姻
書
家
（
中
条
出
身
）
で
す
。子供から大人まで千人が参加したラジオ体操集会

第
9
回
下
条
子
供
会
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

～
集
団
生
活
で
健
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
身
心
を
は
ぐ
く
む

　
七
月
三
十
一
日
㈹
・
八
月
一
日
㈲
の

二
日
間
に
わ
た
り
「
下
条
子
供
会
ジ
ャ

ン
ボ
リ
i
」
が
下
条
中
央
公
園
キ
ャ
ン

プ
場
で
行
わ
れ
、
一
五
〇
人
の
子
供
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
、
あ
い
に

く
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

自
然
の
中
で
集
団
生
活
を
体
験
し
な
が

ら
、
き
び
し
さ
や
楽
し
さ
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
個
々
の
役
割
を
通
し
協
力
や
助

け
合
い
の
大
切
さ
を
は
ぐ
く
み
、
心
身

と
も
健
全
な
子
供
た
ち
の
育
成
を
目
的

に
行
わ
れ
今
年
で
九
回
目
。

　
特
に
今
回
は
、
中
越
地
区
県
子
連
加

入
の
子
供
会
と
の
交
換
会
も
行
わ
れ
、

お
互
い
の
友
情
と
素
晴
し
い
人
間
関
係

づ
く
り
を
築
く
有
意
義
な
場
と
も
な
り

ま
し
た
。

～

　
子
供
た
ち
は
、
高
学
年
を
先
頭
に
で

き
る
だ
け
保
護
者
の
手
を
借
り
ず
、
な

れ
な
い
テ
ン
ト
の
設
営
や
、
は
ん
ご
う

に
よ
る
ご
は
ん
た
き
に
挑
戦
。
ふ
だ
ん

自
分
の
手
で
作
る
こ
と
の
少
な
い
食
事

づ
く
り
に
一
生
懸
命
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

　
夕
食
後
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

を
囲
み
な
が
ら
の
ゲ
ー
ム
、
肝
だ
め
し

な
ど
を
楽
し
み
、
新
潟
大
学
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
特
別
演

奏
の
調
べ
に
う
っ
と
り
聞
き
ほ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
翌
日
は
「
潤
い
の
あ
る
水
辺
事
業
」

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
貝
ノ
川
で
、

水
遊
び
と
魚
の
放
流
を
行
い
夏
の
日
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「潤いのある水辺事業」が行われている

貝ノ川で遊ぶ子供たち

70
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〈材料〉12～13杯分

ぜんまい…1009（もどしたも

の）、ごぼう…1本、人参…小

％本￥里いも…7個￥つきこん

…2袋￥しいたけ…5枚￥豆
腐…1パック、しょう油…適
量．油・砂糖・みりん・酒…少々

ジー・スカーレンさんを

　　　講師に英語教室
下組小児童が英語で国際交流～

ス

東

　
七
月
二
十
日
㈹
東
下
組
小
学
校
（
松
原
道
子

校
長
・
児
童
数
二
十
七
人
）
で
は
、
ス
ー
ジ
ー
・

ス
カ
ー
レ
ン
さ
ん
を
講
師
に
英
語
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
同
校
は
、
昨
年
度
か
ら
外
国
の
生

活
や
言
葉
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
育
て
、
少

し
で
も
国
際
性
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
生
活
を

よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
月
二
回

の
英
語
教
室
を
実
施
。
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
の
児
童
が
一
緒
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
ー
ジ
ー
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
ミ
シ
ガ
ン
州
の

出
身
で
来
日
す
る
ま
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
中

学
校
で
美
術
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
て
の
外
国
人
と
の
英
会
話
に
、
緊
張

と
は
ず
か
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
体

験
は
児
童
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
授
業
と

な
り
ま
し
た
。

春日ミヨシさん

（彗耶勝）

　
具
だ
く
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
味

　
お
祭
り
や
、
人
が
集
ま
る
時
に
よ
く

作
り
ま
す
。
孫
娘
が
特
に
大
好
き
で
、

作
る
前
の
日
か
ら
「
け
ん
ち
ん
汁
が
早

く
食
べ
た
い
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
寒
い
冬
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
油

の
し
つ
こ
さ
が
無
い
の
で
、
夏
で
も
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

〈
作
り
方
〉
①
ぜ
ん
ま
い
と
し
い
た
け

は
も
ど
し
て
お
く
。

②
ご
ぼ
う
・
人
参
・
し
い
た
け
は
三
独
．

く
ら
い
の
短
冊
切
り
に
し
、
ご
ぼ
う
は

塩
水
で
ア
ク
抜
き
す
る
。

③
ぜ
ん
ま
い
と
、
ア
ク
抜
き
し
た
つ
き

こ
ん
は
三
弛
．
く
ら
い
に
切
る
。

④
里
い
も
は
一
口
大
の
乱
切
り
に
す
る
．

⑤
鍋
で
油
を
熱
し
、
豆
腐
を
除
い
た
材

料
全
部
を
入
れ
て
い
た
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
材
料
に
火
が
通
っ
た
ら
お
湯
を
入
れ

て
煮
る
。
（
お
湯
を
入
れ
る
と
油
の
し
つ

こ
さ
が
な
く
な
る
）

⑦
材
料
が
煮
え
た
ら
調
味
料
を
入
れ
、

適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
た
豆
腐
を
、
鍋

を
火
か
ら
お
ろ
す
間
際
に
入
れ
る
。

きいき

螺
みん昼

巨ART

　　上組健康登山クラブ
（リーダー小林富男・サブリーダー奎蓬友養）

　
上
組
健
康
登
山
は
、
昭
和
五
十
六
年

に
下
条
地
区
公
民
館
の
上
組
分
館
事
業

と
し
て
、
当
時
の
小
泉
忠
孝
館
長
の
音

頭
で
始
ま
り
ま
し
た
。
歩
く
こ
と
が
少

な
く
な
り
、
山
登
り
で
足
腰
を
鍛
え
な

が
ら
、
地
域
の
融
和
と
親
睦
を
願
い
に

発
足
し
て
十
三
年
目
。
平
成
元
年
に
ク

ラ
ブ
に
独
立
し
て
、
今
年
で
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
四
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で

の
男
性
・
女
性
を
合
わ
せ
て
二
十
五
人
。

会
員
も
ほ
ぼ
固
定
し
、
今
で
は
下
条
全

域
ま
で
参
加
者
も
広
が
り
、
年
一
回
の

健
康
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
八
海
山
、
黒
姫
山
、
苗
場
山
、

巻
機
山
な
ど
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

参
加
で
き
る
日
帰
り
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
れ
る
人
数
を
募
っ

て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
七
月
十

一
日
の
梅
雨
の
晴
れ
た
日
に
、
尾
瀬
沼

に
三
十
三
人
で
行
き
、
高
原
の
夏
を
満

安全を第一に、親睦と健康づくりがねらい

喫
し
て
き
ま
し
た
。

　
思
い
出
も
数
々
あ
り
ま
し
た
。
八
海

山
で
の
初
登
山
で
は
、
荷
物
を
い
っ
ぱ

い
持
っ
て
登
り
、
落
後
者
が
出
た
り
、

疲
れ
て
翌
日
は
っ
て
歩
く
人
も
い
た
り

と
初
登
山
の
に
が
い
体
験
や
、
苗
場
山

に
登
っ
た
時
は
、
大
雨
の
中
ド
ロ
ま
み

れ
の
登
山
も
経
験
し
ま
し
た
。
リ
タ
イ

ヤ
し
た
会
員
の
中
に
は
、
来
年
は
完
走

し
た
い
と
毎
日
歩
い
て
次
の
年
に
備
え

る
頑
張
り
屋
も
い
ま
し
た
。

　
登
山
の
楽
し
み
は
、
和
気
あ
い
あ
い

と
助
け
合
い
な
が
ら
登
り
、
美
し
い
自

然
に
触
れ
な
が
ら
頂
上
を
征
服
し
た
時

の
喜
び
と
雪
漢
で
冷
し
た
缶
ビ
ー
ル
の

味
。
そ
し
て
、
反
省
会
で
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
、
ビ
デ
オ
と
写
真
を
見
て

思
い
出
話
し
に
ふ
け
る
一
時
で
す
位
こ

れ
か
ら
も
、
安
全
と
親
睦
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
山
め
と
り
こ
に
な
っ
た
会
員
と
長

く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成5年8月10日77とおガ夢二
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圏学校4牲のとき煙たクロスカントリース
’キーは、10年といっ即目を超えました。大学

でもクラブはスキー部に所属し、趣味と聞かれれ

ばスキーと答えるように、夏も冬のシーズンにそ

なえて基礎トレーニングに励んでいます。高校生

のときインターハイのリレーに出場した経験があ

りますが、これからも練習して強くなり、国体な

ど全国レベルの大会への出場が、当面の目標です。

園　京での住まいは、世田谷の大学に隣接したス

　キー部の合宿所です。6畳の部屋に4人が生

活しており、毎日の食事は1、2年生が交替で作

ります。1年目は、知らない人ばかりで気疲れし

てつらかったですが、今は毎日が充実しています。

圏日町は蕗ち2いてのん廻できてv’い所だ

　と思います。竿業後は、地元に帰り、できる

ことなら中学校の体育の教師となって、生徒の指

導にあたれればと思っています。

中
町
健
一
さ
ん
ヌ
群
繊
疑
桝

　
　
（
目
軒
難
響
円
歳
）
ズ
働
稿

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

南

（
新
潟
ビ
ジ
ネ
．
礪
懸
霧
）

雲
　
和
　
子
さ
ん

團生活を始めて4か月がたち・最近やっと慣れ

　　てきましたが、門限が午後9時と早く、自由

　に長電話ができないなど、困ることもあります。

　土・日曜日は、ほとんど家に帰るのでホームシ

　ックになることはありません。

　お盆には、高校で仲の良かった友達がみんな集
ぽ

　まります。どんな変身を遂げているか、会うのが

　今からとても楽しみです。

醗鷺境繁礫訟藩舅勢
　ルテから医療費を計算したりする、医療事務を勉

　強しています。卒業後は、家に近い県内での就職

　を希望しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

圏　　味は作って楽しく、食べておいしくと一石二

　　鳥のお菓子作りです。ふだんはクッキーを焼

　いたり、チーズケーキを作りますが、誕生日や父の

　日などには、デコレーションケーキに挑戦します。

魑
窮
一

岬
N

O動

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
雪
ま
つ
り

で
有
名
な
北
海
道
札
幌
市
で
す
。
大
通

り
公
園
や
す
す
き
の
へ
歩
い
て
十
五
分

く
ら
い
の
住
宅
街
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
子
供
の
こ
ろ
、
夕
方
に
な
る
と
よ
く

浴
衣
を
着
て
、
大
通
り
公
園
を
散
歩
し

ま
し
た
。
両
側
に
と
う
も
ろ
こ
し
や
つ

ぶ
を
焼
い
た
屋
台
が
立
ち
並
び
、
口
に

ほ
お
張
っ
て
夕
涼
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

十
日
町
に
来
て
か
ら
は
、
お
盆
と
お
祭

り
ぐ
ら
い
し
か
、
浴
衣
を
着
る
機
会
が

な
く
て
、
き
も
の
の
街
な
の
だ
か
ら
ふ

だ
ん
か
ら
着
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
な

あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
二
年
に
札
幌
で
主
人
と
結

婚
し
、
札
幌
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前

年
に
、
主
人
の
仕
事
の
都
合
で
十
日
町

に
来
ま
し
た
。
第
一
印
象
は
、
本
町
通

り
も
ま
だ
ア
ー
ヶ
ー
ド
に
な
っ
て
い
な

く
、
札
幌
よ
り
十
年
く
ら
い
遅
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
来
た
ば
か
り
の
冬
、

　
ニ
シ
ン
や
シ
シ
ャ
モ
を
ざ
っ
く
り
と
切

　
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
と
い
っ
し
ょ
に
漬
け
て

壌
－鼠

！

、
黛
繍
，
∠

み
ま
し
た
が
、
い
た
ん
で
食
べ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
十
日
町
の
冬
は
、
北
海
道

の
よ
う
に
耳
が
ジ
ン
ジ
ン
す
る
ほ
ど
寒

く
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は
、
町
内
や
職

場
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
、
雪
像
を
作

っ
た
り
、
各
家
庭
の
玄
関
に
雪
だ
る
ま

を
作
っ
た
り
し
て
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

感
じ
が
あ
り
ま
す
。
十
日
町
に
は
、
お

っ
と
り
と
し
た
気
持
ち
の
や
さ
し
い
人

が
、
お
お
ぜ
い
住
ん
で
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
暖
み
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
街
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小笠原マサさん
（四日町中原・57歳）

北海道札幌市

、ブ2



β

⑱園育保鉢

尾身大地くん

　（5歳）

　ぼくのうちの中と外を描いたん

だ。車庫と畑と太陽をいっぱい色

を使ったんできれいにできたよ。

蕪舗
濫

も煽躍

〆
擁
盤

辮
鍵

　　錨嚢

難

尾身辰則くん
　　　（5歳）

　うさぎとひよこが草を食べてい

るんだ。にわとりがひよこのめん

どうをみているところなんだよ。

　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
ン

囲
ス

灘
回

汁
話

ポイ

、

號
聯

　
　
子
会

　
　
員

　
　
委

潤
育

　
教

ロ
肺

　
　
即

樋
什

What　are　you　doing　this　weekend？

　　　　　“今度の週末の予定は？”

　夏休みを利用して出かけることが多い8月。今

回は休日の予定を尋ねる表現です。

Ken：Whatareyou　doing①thisweekend？（今
　度の週末は何をするんですか。）

Mary二1’m　going②out　oftown．（出かける予定

饗
ゆ
マ
⑱
⑳
協
聴
吟
牌
伽

　
　
　
K
M
K
M
①
も

　
∂

K：Oh，whereareyou　going？（へえ、どちらへ？）

M：1’m　going　to　Tokyo．（東京です。）

K二③For　how　long？（何日くらいですか。）

M二④Just　for　two　days．（2日問です。）

①thisweekendは、yディスゥイーケン”というつ

もりで発音してください。これをtonightに変える

と“今夜の予定は？”、またthissummerにすれば

“今年の夏の予定は？”と言うことができます。

②のoutoftownは、自分の住む市や町の外に出る

という意味で、少し遠出をするという感じが出ま

す。③のForは期間を表します。言い，忘れてしまい

がちですので気をつけましょう。2～3日の短い

旅行なら④のように“just”を付けて“ほんの数日

間”というニュアンスを出します。

講

②
㌧
璽

渡
邉
ツ
マ

　
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
長
岡
藩
士
で

ろ
く
高
は
低
か
っ
た
ど
も
、
家
老
の
河

井
継
之
介
が
官
軍
へ
交
渉
に
行
く
ど
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
無
口
で
よ
お
と
も
ね
え
こ
と
言
わ
ね
べ

や
」
て
ん
で
、
連
れ
て
っ
て
も
ら
っ
た
ん

だ
と
。
戊
辰
戦
争
で
敗
け
て
ろ
く
を
召

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
っ
ぽ

し
上
げ
ら
れ
て
か
ら
家
は
貧
乏
に
な
っ

て
の
、
流
れ
て
新
潟
へ
行
っ
た
ん
だ
と
。

　
父
親
が
、
西
洋
洗
だ
く
屋
を
始
め
た
、

ん
だ
ど
も
貧
乏
の
ま
ん
ま
で
そ
、
私
は

ち
っ
ち
え
ど
き
か
ら
あ
っ
ち
の
親
類
、

こ
っ
ち
の
親
類
へ
と
預
け
ら
れ
た
て
。

だ
ど
も
昔
の
父
親
て
や
ん
は
威
厳
が
あ

っ
た
の
。
「
親
の
言
う
こ
と
聞
か
ん
ね
や

ん
だ
け
れ
ば
、
ど
こ
で
も
い
け
ー
」
と

言
わ
れ
ら
ん
で
、
本
当
に
お
っ
か
ね
っ

さ
ん

（
中
　
町
・
9
3
歳
）

◎

け
や
。

　
中
条
の
こ
こ
ん
ち
に
父
親
の
弟
が
子

供
の
こ
ろ
か
ら
も
ら
わ
れ
て
来
て
て
、

従
兄
ん
ど
こ
に
十
七
の
春
に
嫁
に
来
た

ん
そ
。
父
親
に
「
お
前
、
俺
と
中
条
に

行
こ
ぜ
や
」
と
言
わ
れ
て
「
う
ん
、
行

く
」
と
答
え
た
ん
の
。
そ
し
た
ら
嫁
に

来
る
こ
と
に
な
っ
て
た
ん
だ
と
の
。
岩

沢
か
ら
新
光
寺
に
抜
け
る
ど
き
の
な
ぜ

場
で
そ
、
雪
の
上
を
歩
き
始
め
た
ら
片

足
が
腰
ま
で
埋
ま
っ
た
ん
で
、
や
っ
と

上
げ
て
も
ら
っ
て
、
穴
ん
中
を
見
た
ら
、

信
濃
川
の
水
が
ゴ
ー
と
言
っ
て
流
れ
て

て
、
お
っ
か
ね
か
っ
た
の
お
。

　
嫁
に
来
て
一
年
も
た
た
ね
う
ち
に
、

連
れ
合
い
が
大
宮
の
お
寺
の
住
職
に
な

る
て
ん
で
、
一
緒
に
行
っ
た
ん
そ
。
寺

の
前
の
畑
で
麦
を
刈
る
て
ん
だ
ど
も
、

鎌
を
使
っ
た
こ
と
が
ね
か
っ
た
ん
で
、

菜
っ
切
り
包
丁
で
刈
っ
た
ら
、
村
ん
し

ょ
の
評
判
に
な
り
ま
し
た
て
。
十
年
後

に
ま
た
中
条
に
戻
っ
て
来
た
ん
で
す
て
。

　
今
は
目
が
悪
く
て
、
一
日
中
ボ
ー
と
、

し
て
ら
ん
だ
て
の
。
張
り
合
い
が
ね
え

の
お
。
毎
晩
一
合
ず
つ
晩
酌
し
ら
ん
が

い
っ
ち
ば
ん
の
楽
し
み
で
す
て
。
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県
民
手
帳

　
　
（
一
九
九
四
年
版
）

～
持
っ
て
い
る
と
、

き
っ
と
役
立
ち
ま
す
～

　
県
民
手
帳
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

表
紙
は
、
グ
レ
ー
と
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の

2
色
が
あ
り
ま
す
。

■
価
　
　
格
　
3
8
0
円

■
発
行
時
期
　
1
1
月
中
旬

■
申
込
期
限
　
8
月
2
5
日
㈹
ま
で
。

■
申
し
込
み
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
（
智
内
線
鵬
）
へ
。

家
庭
犬
の
し
つ
け
教
室

■
と
　
き
　
8
月
2
9
日
㈲
午
前
9
時

　
～
n
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所
講
堂

■
内
　
容
　
①
子
犬
の
選
び
方
と
し
つ

　
け
や
病
気
に
つ
い
て
②
家
庭
犬
と
し

　
て
の
し
つ
け
③
実
演
と
注
意
事
項

■
参
加
費
　
無
　
料

■
そ
の
他
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
そ
の

　
後
の
教
室
（
第
2
講
～
4
講
）
と
「
勺
B

　
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
m

　
十
日
町
」
（
第
5
講
9
月
2
6
日
）
に
参

　
加
で
き
る
人
を
決
定
し
ま
す
。

　
第
2
講
～
4
講
…
9
月
5
日
・
1
2

　
日
・
1
9
日
の
午
前
9
時
～
n
時
（
人
と

　
犬
）
十
日
町
保
健
所
駐
車
場
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
保
健
所
衛
生

　
環
境
課
（
費
5
7
1
2
4
0
0
）
ま
た

　
は
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係
（
智
内

　
線
毘
）
へ
。

ワ
ー
プ
ロ
科
入
校
生
募
集

　
　
　
　
（
9
月
・
10
月
コ
ー
ス
）

　
最
初
の
6
日
間
は
基
本
操
作
を
主
体

に
文
書
作
成
ま
で
、
最
後
の
9
日
間
は

編
集
か
ら
応
用
ま
で
学
び
ま
す
。

■
と
　
き
　
週
3
回
（
土
・
日
・
祝
日

　
は
休
み
）
午
後
7
時
～
9
時

■
定
員
各
コ
ー
ス
ー
0
人

■
経
　
費
　
授
業
料
…
2
0
、
0
0
0

　
円
、
テ
キ
ス
ト
代
…
約
2
、
0
0
0
円

■
申
し
込
み
　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓

　
練
校
（
本
町
7
1
1
智
5

2
1
3
8
0

　
3
）
へ
。

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
　
～
高
等
学
校
開
放
講
座
～

ロ
と
　
き
　
9
月
1
3
日
㈲
～
1
1
月
1
1
日

　
㈹
の
1
5
回
午
後
7
時
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
実
業
高
校
コ
ン
ピ

　
ュ
ー
タ
室

■
内
容
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
一
般
的

　
な
ソ
フ
ト
に
触
れ
る
。
タ
イ
ピ
ン
グ
、

　
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
、
O
S
、
α9
等

■
受
講
対
象
　
一
般
成
人
（
3
0
名
程
度
）

■
受
講
料
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

　
ト
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ス
ク
代
）

■
申
し
込
み
　
8
月
31
日
㈹
ま
で
に
往

　
復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢

　
④
電
話
番
号
⑤
パ
ソ
コ
ン
使
用
歴
を

　
記
入
し
十
日
町
実
業
高
校
開
放
講
座

　
係
（
〒
蝿
十
日
町
市
高
山
姐
盈
5

2
1

　
3
1
8
6
）
へ
。

釣
り
竿
は
注
意
！

　
カ
ー
ボ
ン
製
の
釣
り
竿
は
、
電
気
を

通
し
や
す
い
の
で
電
線
に
触
れ
る
と
た

い
へ
ん
危
険
で
す
。
お
子
さ
ん
に
も
注

意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
事
故
や
台
風
な
ど
で
切
れ

た
電
線
も
危
険
で
す
。
切
れ
た
電
線
に

は
絶
対
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
東
北
電
力

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

　
（
費
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

お
ま
わ
り
さ
ん
と

　
　
　
児
童
・
生
徒
の

　
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

■
と
　
き
　
8
月
2
8
日
d
b
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
内
容
－
部
”
北
越
保
育
園
鼓
笛

隊
、
中
条
中
吹
奏
楽
部
、
千
手
小
器

楽
ク
ラ
ブ
、
八
箇
小
・
芦
ヶ
崎
小
和

太
鼓
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
民
踊
　
2

部
H
新
潟
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
と

　
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
ド
リ
ル
演
奏

■
入
　
場
　
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
（
盈
内
線
蹴
）
へ
。

◆8月13日㈹　　　　　午前9時～午後5時

　8月14日仕）～16日（月）午前9時～午後6時

◆クロス10（本町6－1）

■物産ホール　福袋、地酒セット、漬物詰合せ等

■エントランスホール特設売場

①地酒・ワイン試飲販売②昔菓子の試食販売③

　山菜、漬物試食販売④笹だんごの試食販売⑤米

菓の販売⑥釜めしの試食販売

■グランドホール

①ミニ縁日…スーパーボールすくい、ビー玉す

　くい、水ヨーヨーすくい（有料）

②自然とのふれあい…カブトムシ、クワガタム

　シ、サワガニ、ドジョウすくい等

■中ホール　特選きもの市（成人式用振袖一式セ

　ット　298，000円・380，000円他）

■2階ロビー　お楽しみ抽選会

　チ聯

羅
騰

　
　
舘

萎　
　
“

灘
席

麗
礎　

　
鵬

鱗船
魯

　
誕

ど
ん
ぐ
り
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
夏
の
夕
べ

　
よ
み
き
か
せ
の
会
「
ど
ん
ぐ
り
」
で

は
、
今
年
も
影
絵
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
8
月
2
1
日
G
D
午
後
7
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
講
堂

■
内
　
容
　
影
絵
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

　
ゲ
ー
ム

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
暦
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

　
　
　
　
　
予
防
接
種

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
を

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
医
療

機
関
で
個
別
に
接
種
し
ま
す
。
接
種
を

受
け
る
方
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
接
種
対
象
者
　
昭
和
62
年
1
1
月
1
日

　
～
平
成
4
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

　
幼
児
。
た
だ
し
、
す
で
に
は
し
か
に

　
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
子
や
麻
し
ん
、

　
M
M
R
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

　
の
あ
る
子
は
除
き
ま
す
。

■
受
け
ら
れ
な
い
子
　
1
年
以
内
に
け

　
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
子

　
な
ど
。
慢
性
の
病
気
が
あ
る
子
は
、

　
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し
て
く

　
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
8
月
1
9
日
㈲
～
9
月
2

　
日
㈲
の
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

　
（
土
・
日
躍
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
　
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

　
を
持
参
し
、
保
健
衛
生
課
（
智
内
線

　
齪
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

74
　建設省では、8月を「道路を守る月聞慧8月10日を「道の則と定め
ています。人や物、情報、文化を運ぶ「道」は私たちみんなの財産です。

道路を守り、ルールを守り、快適な交通環境をみんなで守りましょう。
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息
ら
く
ら
く
「
呼
吸
教
室
」

■
と
　
き
　
9
月
1
4
日
㈹
、
2
2
日
㈱
、

　
2
9
日
㈱
の
3
回
コ
ー
ス
。
午
後
1
時

　
～
3
時
3
0
分
（
2
9
日
は
午
前
m
時

　
～
午
後
3
時
）

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所
講
堂

■
対
象
者
　
肺
気
腫
、
気
管
支
拡
張
症
、

　
気
管
支
炎
な
ど
で
困
っ
て
い
る
主
治

　
医
の
許
可
の
あ
る
人

■
内
　
容
　
①
医
師
の
話
　
②
楽
し
く

や
れ
る
呼
吸
法
や
運
動
の
実
際
③

栄
養
指
導
・
生
活
指
導
な
ど
。

■
申
し
込
み
　
8
月
31
日
㈹
ま
で
に
十

　
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課
へ
。

家
族
介
護
者
教
室

■
と
　
き
　
8
月
2
1
日
d
b
午
前
1
0
時
～

午
後
1
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
下
条
地
区
公
民
館

■
内
　
容
　
老
人
介
護
実
践
講
座

講
師
H
梧
沢
文
子
（
三
好
園
栄
養
士
）

　
調
理
実
習
（
老
人
食
に
挑
戦
）

■
定
　
員
　
1
5
名

■
申
し
込
み
　
三
好
園
デ
イ
・
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
－
2
1
0
6
）
へ
。

酒
害
の
懇
談
会

■
と
　
き
　
8
月
2
0
日
働
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

□
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

保
健
衛
生
係
（
盈
内
線
鵬
）
へ
予
約

　
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
8
月
2
4
日
㈹
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

総
灘
撚
饗
灘
霧
灘
ー
灘
懸
霧
讐

竸
技
ス
キ
ー
参
加
者
募
集

　
（
ク
ロ
カ
ン
・
ア
ル
ペ
ン
）

　
市
町
村
指
定
強
化
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
競
技
ス
キ
i
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
・
ア
ル
ペ
ン
）
の
向
上
を
目
指
し
て

い
る
意
欲
の
あ
る
小
・
中
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
　
市
内
の
小
学
5
年
生

　
～
中
学
3
年
生
ま
で
。

■
申
し
込
み
　
①
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
種
目
…
十
日
町
市
ス
キ
ー
協
会
上
村

　
幸
夫
（
智
52
1
6
1
6
6
夜
間
の
み
）

②
ア
ル
ペ
ン
種
目
…
十
日
町
ス
キ
ー

　
ク
ラ
ブ
（
ホ
ン
マ
科
学
内
智
5
7
1
2

　
4
9
3
）
へ
。

ソ
フ
ト
パ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
実
技
8
審
判
講
習
会

■
と
　
き
　
8
月
2
1
日
㈲
午
後
7
時

　
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
講
　
師
　
関
矢
登
氏
（
県
ソ
フ
ト
バ

　
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
理
事
長
）

聖
内
容
①
ル
ー
ル
②
基
本
技
術
③

指
導
方
法

■
参
加
費
無
料
（
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク

代
姻
円
は
別
途
）

圏
申
し
込
み
　
当
日
総
合
体
育
館
で
受

け
付
け
し
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
第
2
期
）

■
期
　
間
　
9
月
7
日
㈹
～
n
月
1
8
日

㈹
■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
内
　
容

昼
の
部
（
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分
）

　
月
・
水
・
木
…
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
火
…
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
金
…
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
＆
ト

　
レ
ー
ニ
ン
グ

　
夜
の
部
（
7
時
30
分
～
9
時
30
分
）

　
月
・
水
・
金
…
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ウ
ォ

　
ー
ク
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
木
…
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

■
申
し
込
み
　
当
日
総
合
体
育
館
で
受

　
け
付
け
し
ま
す
。

市
民
プ
ー
ル
（
智
5
7
－
3
7
6
4
）

　
　
　
　
閉
場
時
間
の
変
更

　
8
月
1
3
日
働
よ
り
午
後
6
時
に
な
り

ま
す
。

　
　
お
　
　
わ
　
　
び

　
7
月
1
0
日
号
の
衆
議
員
総
選
挙
の

開
票
結
果
で
、
無
効
投
票
数
2
6
3

票
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

…回交通安全キャンペーン

■飲酒運転は絶対にしない

　飲酒運転による重大事故が多発する時期

譲罐露努霧総、，
　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　り　ぎ　じ
すが、絶対に飲酒運転は　　、、餐誰励
　　　　　　　　　　　　　　う　　　　ワダし
しないでください。　　　　　　　．．1二

　　　　　　　　　　　　　　　ロロロノ
7月中の交通事故発生状況（）は累計

繭町耕 蜷盤繰数 負傷懸数 死懸数

十日町市
平成5年 12（88） 12（94） 0（3）

平成4年 23（93） 28（106） 0（1）

川西町
津南町
中里村

平成5年
12（56）’ 17（72） 1（3）

平成4年 7（58） 8（69） 0（0）

計
平成5年 24（144） 29（166）

1
，
（

6）

平成4年 30（151） 36（175） 0（1）

　　　　安全確認を怠り

　慰　　　　　　　衝突事故
　　身

　　　　7月1日㈲午前10時30分ごろ、

　　　　川治地内の市道の交差点で、28

歳の女性が運転する軽四輪貨物車と74歳

の男性が運転する原付バイクが出会いが

しらに衝突し、負傷する事故が発生しま

した。安全確認を確実に行いましょう。

　　飯山線の一部区間の運休と

　　　バスによる代行運転
　JR東日本では、9月1日から9月22日
まで飯山線のリフレッシュ工事を行います。

このため森宮野原～十日町間の列車を一部

運休し、この区間をバスによる代行運転と

いたします。

麗璽覇9月1日～3日、6日～10日、13日、

　　　　14日、16日、17日、20日～22日
睡羅灘璽翻　JR飯山線／森宮野原～十日町間

騒羅り縢灘撫，．，
　　　　　　（十日町～森宮野原）

　　　　下り長野発（8：33）十日町行き
　　　　　　（森宮野原～十日町）
　　　　　　長野発（12二〇7）十日町行き

　　　　　　（森宮野原～十日町）

麟駿ll騰：繍鷺テき
　　　　　　（十日町～越後川口）
　　　　　　十日町発（16二24）越後川口行き

　　　　　　（十日町～内ヶ巻）

●バス代行停留所

　寸’日町

　＋日町家
　　、●
一噂聞一一　　　 ノ

ー一“一一幽㌧　ノ

」L
一一

士市r
士市駅

●

潮
【

越
当

鮪お矧駅

獺購鑛灘馨灘鰯麟繕雛鐡鎌灘

轟麟鞍灘．懸鰯盤馨懇麟．
轍雛灘懸灘灘鐡鍵i饗雛i嚢鞭難．

　　　　　　p　
』i　
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y雛
麟
藩
灘
鍛
藤
灘
灘
舞
・

S
●
1
　
宮
本
公
園
の
ダ
ッ
ペ
石
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
宮
本
公
園
に
大
き
な
ダ
ッ
ペ
石
が

置
か
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
上
が

っ
た
り
下
り
た
り
し
て
遊
び
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
し
ば
し
の
語
ら
い

を
す
る
と
き
の
腰
掛
け
代
わ
り
に
な

っ
た
り
し
て
い
る
。

　
差
し
渡
し
が
縦
三
・
六
層
横
二
・

四
層
も
あ
る
大
石
で
あ
る
。
ダ
ッ
ペ

石
は
、
美
佐
島
郷
に
多
く
見
ら
れ
る

よ
こ
じ
ま

横
縞
の
は
い
っ
た
も
の
で
、
牛
糞
（
ダ

ッ
ペ
）
に
似
て
い
る
の
で
名
付
け
ら

れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
宮
本
公
園
は
、
十
日
町
織
物

の
中
興
と
さ
れ
て
い
る
宮
本
茂
十
郎

を
記
念
し
て
造
成
し
た
も
の
で
、
大

正
八
年
に
計
画
さ
れ
て
整
備
が
始
ま

っ
た
。

　
織
物
業
界
の
主
導
で
、
青
年
会
員

こ
ぞ
っ
て
の
協
力
が
あ
り
現
場
作
業

が
進
め
ら
れ
た
。
．
碑
石
は
五
軒
新
田

の
小
川
家
か
ら
提
供
さ
れ
、
本
町
の

加
賀
屋
（
蕪
木
氏
）
か
ら
は
大
量
の

庭
石
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
こ
の

ダ
ッ
ペ
石
が
あ
っ
た
。
大
小
と
り
ど

り
の
石
を
運
ぶ
の
に
、
延
べ
七
〇
〇

人
も
の
出
動
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ダ
ッ
ペ
石
は
も

と
も
と
稲
荷
町
の
西
端
を
流
れ
る
中

沢
川
に
架
け
ら
れ
て
い
た
石
橋
で
あ

っ
た
。
孫
左
衛
門
渡
し
で
信
濃
川
を

越
え
る
人
々
ち
が
、
次
々
と
通
っ
て

い
っ
た
。

　
稲
荷
社
（
稲
荷
町
三
丁
目
）
近
く

に
住
ん
で
い
た
女
の
子
が
、
こ
の
石

橋
を
ひ
と
り
遊
び
の
場
所
に
し
て
お

り
、
通
り
す
が
り
の
人
が
菓
子
を
く

れ
て
い
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い

出
が
あ
る
石
だ
と
い
っ
て
、
九
〇
歳

を
越
え
る
こ
ろ
ま
で
宮
本
公
園
を
訪

れ
て
陵
し
ん
だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
先
年
亡
く
な
っ
た
九
十
歳

老
人
も
、
中
沢
川
や
石
橋
で
遊
ん
だ

話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

宮本公園のダッペ石

9颪

　サワガニの、～、んどし

メス　　　　　　　オス
6P　　　はさみ

禰・　　　’葡
一、　　　　懲’

　　　　　　　　　紙　　　　　　　襲　　　　鱗　　欝響

目

や　’　　腹節　　F

と簡単にサワガニを見つけられます。

よ2．5mm位の卵を数十個産み、卵がふ化す

で保護します。

す。また、左右のはさみの大きさがメス

方が大きくなっています。

　小川が少なくなったり

改修が進んだりしたこど

サワガニを見かけるこど

くなったようです。しか

し山間の砂利場の小川で

砂をかき分けてみると、

　今ごろが産卵期です。、

るまで腹節（ふんどし）

　ふんどしの広い方がメ

はほぼ同じですが、オス

　8月1日（日）小雨に煙る妻有大橋周辺

で、「大好き夏まつり」が開かれました。

この企画は、まち起こしの一助になれ

ばと、大好き十日町会の会員を中心と

して昨年から行われているもので、今

回で2度目。仮装人間バン馬大会や全

長399．2mのナイヤガラ、2尺玉の花火

などの多彩な催しに、市内外からの4

万人が楽しんでいました。

　
　
　
沿
⑳
ゆ

　
　
　
灘
聖
釜

　
　
　
雄

き
）
㈱
講

動
謙
激

の
麟
叢

　
　
ス

市
，
。
婁

ロ入

42，㊧55、硝翻箆藩鷺）ロ世帯数

醒
編
集
後
記
國

　
今
月
二
十
九
日
㈲
に
笹
山
野
球
場
で

開
か
れ
る
「
名
球
会
」
に
向
け
て
、
大

会
事
務
局
を
中
心
と
し
て
、
着
々
と
準

『
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
㊨
は
、
テ
レ
ビ

で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
王
貞
治
氏
や

村
田
兆
治
氏
を
じ
か
に
見
れ
る
と
、
今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
に
入
り
、
屋
外
で
元
気
に
遊

ん
で
い
る
子
供
た
ち
の
姿
を
見
か
け
る

と
、
子
供
の
こ
ろ
神
社
で
、
朝
か
ら
晩

ま
で
お
昼
も
食
べ
ず
に
野
球
を
し
て
い

て
、
親
に
し
か
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
が
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
夏
休
み
期
間
中
は

子
供
の
飛
び
出
し
事
故
が
多
い
時
期
で

す
。
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
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